






要約:小児の事故による経済的損失について検討を行った。その結果、国の総生産に対する

損失としては 4,000億円、医療費の支出として1,252 億円、合計で小児の事故による損失

は毎年 5,252 億円と試算された。国が事故の事故防止対策を積極的に実施すれば小児事故

は 2 分の 1 に減らすことが可能と思われ、2,500 億円の損害を防ぐことができると試算さ

れた。このことより、小児の事故対策は cost-benefit を満たすと考えられ、早急に子供の

事故防止に取り組むべきである。 


